
～持続可能なネットワーク型コンパクトシティを目指して～

【立地適正化計画に必ず定める事項】

立地適正化計画のイメージ

・立地適正化計画の区域（＝都市計画区域）

・立地の適正化に関する基本方針

・居住誘導区域の設定と実現化方策

・都市機能誘導区域の設定と実現化方策

・誘導施設の整備事業等

越 前 市 立 地 適 正 化 計 画

概 要 版

　立地適正化計画は、都市計画マスタープランにおける将来都市像を基本としつつ、人

口減少・少子高齢時代においても持続可能な、「コンパクトなまちづくり」に具体的に

取り組んでいくための計画です。

　越前市では将来的な人口減少・少子高齢時代の到来が確実視されており、現在の市街

地の規模のままで人口減少が続けば、今まで身近に利用できた医療・福祉・商業等の生

活サービス機能や公共交通などの日常生活に必要不可欠な機能が低下し、現在の暮らし

やすさが損なわれていくことが懸念されています 。

　このため、立地適正化計画を策定し、居住や都市機能の適正な誘導によりコンパクト

なまちづくりを進めることで、現在の暮らしやすさの維持を図ります。

　越前市立地適正化計画は、概ね20年後（平成52年度）の人口、高齢化の状況等を展望

して策定します。
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１．立地適正化計画のまちづくりの方針

まちづくりの基本目標

まちづくりの基本目標

本市における都市機能

立地適正化計画の誘導区域検討の対象となる機能

持続可能なネットワーク型コンパクトシティ
　本市は、千数百年もの永い年月をかけて育み、継承されてきた地域固有の歴史や文化と、豊かな自然環境を背景

として、丹南地域における中心都市として発展してきました。

　しかし、モータリゼーションの進展に伴い工場や店舗、宅地は郊外部へと拡散し、生活や就業の場の広域化、郊

外化が進んだ都市構造となり、中心市街地や農村部などでは、これまで築いてきた地域コミュニティの維持が課題

となっています。

　今後、更なる人口減少・少子高齢時代の進展が見込まれる中、これまでのような拡散型の都市構造では都市の持

続性に大きな負荷を与えることが確実視されています。

　このため、越前市都市計画マスタープランでは、土地利用や都市機能の配置等に関する適正な規制・誘導を行

い、既存のストックを最大限に活用したコンパクトなまちを目指して、「持続可能な定住都市の形成」を基本理念

として設定しています。

　越前市立地適正化計画では、越前市都市計画マスタープランのまちづくりの基本理念を踏まえて、「まちの顔」

となる中心市街地を中心として、市民生活を豊かにする高次都市機能や地域都市機能の充実、公共交通を中心とす

るネットワークの構築により、まちなか、その周辺部および農山村部がネットワーク化された、コンパクトで持続

的に発展するまち、「持続可能なネットワーク型コンパクトシティ」の実現を目指します。

　越前市都市計画マスタープランでは、本市に求められる都市機能として、下図に示す４種類を位置付けています。

　越前市立地適正化計画は、居住や都市機能の適正な誘導によりコンパクトなまちづくりを進めることを目的とする計画

であることから、「高次都市機能」、「地域都市機能」、「生活サービス機能」を対象に検討を行います。

　なお、「広域高次都市機能」の提供の場となる北陸新幹線南越駅(仮称)周辺地区は、その活力を誘引し、まちの活性化

を図るとともに、都市機能の維持、まちなか居住の促進につなげるため、「広域交通拠点（広域交流起点）」として位置

付けを行いますが、住居系の土地利用の想定をしていないことから、立地適正化計画の居住誘導区域や都市機能誘導区域

の検討を行う対象区域には含まれません。

【北陸新幹線南越駅(仮称)周辺地区】

　・北陸新幹線南越駅（仮称）、北陸自動車道武生ＩＣ、国道８号が

　　近接する広域交通の結節点

　・丹南地域のみならず、県域を越える多様な利用者を対象とする広

　　域交流及び連携拠点としてふさわしい機能

【中心市街地地区】

　・市内で公共交通の利便性が最も高い地区

　・質の高いサービスを日常生活の圏域を越えた市全域、全市民を対象に提供する機能

【複合施設周辺地区】

　・主要バス路線や地域を結ぶ交通の拠点として機能

　・市東部地域を対象とする行政サービス、医療・福祉・商業等に関す

　　るサービスを提供する機能

【各地域生活圏】

　・身近な生活の場（概ね小学校区）

　・地域住民を対象とする日常生活サービスを提供する機能
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まちづくりの方針

視点① 都市機能の誘導　　多様かつ高次な都市機能を提供する中心拠点の形成

　今後本市が、人口減少・少子高齢化、さらにはそれに伴う市の財政の縮小が進む中でも、市内外を問わず多くの

人にとって魅力的な都市として持続し発展していくために、鉄道・バスを中心とする公共交通や、医療・福祉・商

業等の都市機能と、集積されたインフラ 機能を維持・活用しながらその継承と創造的再生に取組み、特に重要性・

緊急性が高い施設については「誘導施設」に定め、既存機能の区域外への流出防止を図ります。

　また、市内に分散立地している公共施設については、公共施設等総合管理計画に基づき、適正配置を図ります。

視点④ 地域コミュニティの維持

現在の居住地での暮らしやすさの維持

　それぞれの地域生活圏における既存の日常的なサービス機能の維持、および日常生活を支える公共交通のネット

ワークの維持を図ることにより、立地適正化計画の中で誘導区域に設定しない地域においても居住者の利便性を確

保し、地域コミュニティの維持を図ります。

視点② 拠点間のネットワーク

生活の利便性を高める持続可能な公共交通ネットワークの維持、サービス水準の向上

　今後大幅な増加が見込まれる高齢者を中心とする交通

弱者の移動手段を確保し、拠点に集積する各種都市機能

の利便性を高めるため、既存の公共交通サービスを中心

として、中心市街地と市内各方面のアクセス向上、ネッ

トワークの維持、サービス水準の向上を図ります。
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公共交通ネットワークと拠点形成のイメージ

視点③ 居住機能の誘導

将来人口に見合った市街地規模の実現、市民による居住地選択の誘導

　今後大幅な人口減少が見込まれる中で、現在の

市街地規模を維持した場合、低密度な市街地が分

散し、医療・福祉・商業等の日常生活に必要な生

活サービス機能や公共交通サービスを維持できな

くなることが懸念されます。

　このため、用途地域内を中心とする各地域での

居住環境の維持・保全に加えて、人口減少・少子

高齢社会でも安心して住めるエリアを居住誘導区

域として設定し、新規・住み替えの住宅需要の誘

導により、一定の人口密度が維持できる市街地規

模への緩やかな誘導を図ります。

　更に、市民の様々な住宅ニーズに対し、より自

然な形での居住地選択を誘導するため、住宅の取

得やリフォーム等に関する各種支援制度等との連

携を図ります。 居住地選択の誘導イメージ



２．目指すべき都市の骨格構造

拠点地区の考え方

・市内各方面からのアクセスにも優れた市内で公共交通の利便性

　が最も高い地区であり、日常生活の圏域を越えた、市全域、全

　市民を対象とする「高次都市機能」が集積する、市民の暮らし

　を守るための最も重要な拠点

・越前武生駅は、平成28年2月に策定した福井鉄道交通圏地域公

　共交通網形成計画（以下、形成計画）における公共交通拠点地

　区、主要乗継拠点

　都市計画マスタープランの将来像における発展や連携の方向性を踏まえ、市民が将来にわたり安心して快適に暮らすことがで

４

中心拠点

〇本庁舎周辺

公共交通軸の考え方

・北陸自動車道武生ＩＣ、国道８号といった高速・広域交通網が

　近接し幅広い交通手段の利用者が訪問しやすい立地特性を活か

　して、県域を越える多様な利用者を対象とする広域交流及び連

　携拠点としてふさわしい活用を検討

・都市間を連絡する基幹交通軸であり、利

　便性の向上を目指す

・主に拠点間を連絡する持続的な基幹交通

　手段として、ネットワークの維持、サー

　ビス水準の向上を図る

・市民の日常生活を支える交通手段として、

　将来的にも公共交通ネットワークの維持

　を図る

※広域交通拠点は、住居系の土地利用を想定していないことから、
　今回の立地適正化計画では誘導区域検討の対象区域には含まれ
　ません。

広域交通

拠点

（広域交

流起点）

〇北陸新幹線南越駅(仮称)周辺

東西軸：福井鉄道バス南越線、池田線、武
生越前海岸線（八田経由）、王子保河野海
岸線

その他の路線バス、コミュニティバス（市
民バスのろっさ）

南北軸：ＪＲ北陸本線、福井鉄道福武線

・主要バス路線や地域を結ぶ交通の拠点として機能し、市東部地

　域を対象とする「東部地域都市機能」が集積する、伝統と文化、

　防災で結びつける拠点

地域拠点

公共交通軸 対応する公共交通

〇複合施設周辺

・地域生活圏における生活利便性を確保するため、既存の日常的

　な生活サービス機能を維持

コミュニ

ティ拠点

補助的な公共交通軸

基幹的な

公共交通軸

・右記の条件
　のいずれか
　を満たす路
　線について
　設定

・立地適正化計画作成の手

　引きにおける一定以上

　（30本/日以上）のサー

　ビス水準を有する路線

・形成計画における
　地域間幹線

・基幹的な公共交通軸を補完する公共
　交通について設定

〇地域コミュニティ活動の中心となる公民館や小学校の周辺

　本市は、日常生活の圏域を越えた市

とする都市機能が集積する地域拠点、

ます。

　今後、更なる人口減少・少子高齢時

し、ひいてはサービスを維持できなく

　このため、全市民が利用するような

とにより、サービスの維持を図ります

　中心拠点は、周辺地域を含む市民の

機能の集約・誘導を図ることで本市全

　地域拠点は、伝統と文化、防災で結

　地域生活圏毎にコミュニティ拠点を

性を確保することで、地域生活圏での

の実現を目指します。

　また、北陸新幹線南越駅(仮称)と中

もに、都市機能の維持、まちなか居住



き、丹南地域の中心都市として持続的に発展するために必要となる「拠点」と「公共交通軸」について以下の通り設定します。
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目指すべき都市の骨格構造

全域、全市民を対象とする高次都市機能が集積し、基幹的な公共交通のターミナルでもある中心拠点と、市東部地域を対象

中心拠点及び地域拠点と鉄道や道路によって結ばれた身近な生活の場となる地域生活圏（概ね小学校区）から成り立ってい

代の進展が見込まれる中、地域生活圏で必要な施設の規模の縮小・撤退等により、住民の生活を支えるサービス水準が低下

なることが懸念されます。

高次都市機能は周辺からのアクセスが便利な中心拠点に集約して提供し、公共交通を中心とするネットワークを確保するこ

。

暮らしを守るための最も重要な拠点として位置づけ、既存の都市機能の維持に加えて、市民生活をより豊かにする高次都市

体の中での拠点性を高めます。

びつける拠点として位置づけ、市東部地域を対象とする都市機能の充実を図ることで暮らしやすさの維持・向上を図ります。

設定し、既存の日常的な生活サービス機能を維持するとともに、公共交通軸により中心拠点や地域拠点へのアクセスの利便

コミュニティの維持、本市全体としての暮らしやすさの維持・向上を図り、「持続可能なネットワーク型コンパクトシティ」

心拠点や地域拠点を連絡する二次交通により、北陸新幹線南越駅(仮称)開業による活力を誘引し、まちの活性化を図るとと

の促進につなげます。



３．誘導区域、誘導施設の設定

居住誘導区域の設定方針

６

　人口減少の中にあっても人口密度を維持することにより、生活サービスやコミュニティの持続的な確保を図ります。

　本市における居住誘導区域は、用途地域から居住誘導区域に含むべきでないエリアを除いて設定します。

　区域に含むべきでないエリアは、法令や都市計画運用指針を参考に以下のように定めます。

　準工業地域については、ブロック単位で検証することとし、以下の判断基準に全て該当する場合は居住誘導区域に含め

ないものとします。

　設定された居住誘導区域に対して、以下の視点から妥当性の検証を行います。

視点１．人口の集積状況（生活サービス機能やコミュニティの持続可能性）

視点２．アクセス性（公共交通の利便性）

視点３．身近な生活サービス施設の利便性（施設毎の利用圏域との整合）

〇区域に含むべきでないエリアの考え方

都市機能誘導区域の設定方針

　本市に求められる都市機能を、中心拠点・地域拠

点を有するエリアに設定します。

　本市における都市機能誘導区域は、目指すべき都

市の骨格構造で中心拠点、地域拠点として位置づけ

ている本庁舎周辺地区、複合施設周辺地区に設定し

ます。

　本庁舎周辺地区については、第３期中心市街地活

性化基本計画における中心市街地とします。

　複合施設周辺地区については、医療・福祉・商業

等の都市機能の立地状況、主要バス路線や地域を結

ぶ交通結節点となるバスターミナルを中心とするバ

ス停の誘致距離（300ｍ）に加えて、高齢者の一般

的な徒歩圏（500ｍ）を勘案して設定します。

　



誘導区域のまとめ

誘導施設の設定

７

　誘導施設は、居住者の共同の福祉や利便の向上を図るため必要な施設であり、都市計画運用指針では以下のように整理

されています。

　都市計画運用指針に基づいて、本市に求められる施設を以下のように設定します。



８

４．実現化方策

居住誘導区域内に居住を誘導するための施策

都市機能誘導区域内に都市機能を誘導するための施策

評価方法の設定

〇届出制度の運用

〇届出制度の運用

〇越前市が独自に行う施策

越前市建設部都市計画課

〒915-8530　福井県越前市府中１丁目13-7
電話　0778-22-3012(直通)
Ｅメール　keikaku@city.echizen.lg.jp
ホームページ　http://www.city.echizen.lg.jp/index.jsp

問い合せ先
・このパンフレットは、「越前市立地適正
　化計画」の概要をとりまとめたものです。
・詳しい内容につきましては、ホームペー
　ジ、市役所にある計画書をご覧下さい。

住宅の取得、リフォーム、空家の解体等に対する補助金の交付や家賃補助

利用者のニーズに応じたルートやダイヤの見直し、停留所の移設・新設

空家や空室の情報や、住まいに関する支援制度等の情報提供

認定こども園の普及、相談体制の強化

基幹型地域包括支援センターの機能維持、地域包括支援センター・地域包括
サブセンターとの役割分担の明確化

浸水対策の推進による災害リスクの軽減、ハザードマップの活用による災害リスクの周知

緩やかな居住の誘導

　５年後を目安として計画の達成状況の把握、目標値の評価・検証を行い、必要に応じて、居住誘導区域や都市機誘導
区域、誘導施設や誘導施策等の見直しを検討していきます。

公共交通の利便性向上

災害に強い市街地環境の整備

ＵＩＪターンや定住の促進

高齢者の居住環境の向上

子ども子育て環境の充実

〇越前市が独自に行う施策

越前市公共施設等総合管理計画に基づく健全で持続可能な地域づくり

減築、集約、複合、廃止等、あらゆる方法の比較検討による施設保有量の削減

鉄道駅やターミナル機能を有するバス停の環境整備

南越駅(仮称)と、中心拠点や地域拠点を連絡する二次交通の確保

公共施設の適正配置及び
公的不動産の管理・活用

交通結節機能の強化・向上

北陸新幹線南越駅(仮称)周辺の
活力誘引によるまちの活性化
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